












































は、カテーテル操作性 3.73～5.73、解剖学的構造 4.55～6.27であった。 





均 5.36±1.76 分）の結果、トレーニング前後のカテーテル操作時間の平均は 17.04±6.68
秒から 13.08±4.74秒に短縮した（p< .001）。臨床場面おける約 2週間の経鼻吸引実践前後
のカテーテル操作の技術到達度は、「粘膜を傷つけずにカテーテルを操作する」「1 回にか
ける吸引時間を最小限にする」の 2項目は有意に上昇した（p< .01）。 
【考察】  
 既存のシミュレータは解剖学的構造の再現性が十分とはいえず、シミュレータにはカテ
ーテル挿入時の抵抗やあたる感覚などのカテーテル操作を再現する必要があることが示唆
された。 
開発したシミュレータ教材は既存のものと比較して、カテーテル操作の再現性、教材と
しての有用性・効率性・満足度において評価が高いことから、臨床場面における経鼻吸引
技術を習得する教材として妥当性、有用性があると考えられる。開発したシミュレータ教
材を使用したトレーニングにより、看護師の経鼻吸引におけるカテーテル操作はシミュレ
ーション場面だけでなく、臨床場面においても継続して技術到達度が向上した。開発した
経鼻吸引シミュレータ教材は、看護師が解剖学的構造をイメージしながらカテーテルを操
作する手技の習得に有用であると考えられる。 
【結論】 
開発した経鼻吸引シミュレータ教材を使用したトレーニングによって、シミュレーショ
ン場面でのカテーテル操作時間の短縮、臨床場面でのカテーテル操作の技術到達度の上昇
がみられた。本研究において開発したシミュレータ教材は、看護師がもつ解剖学的構造の
認識とカテーテル操作の整合性を備えた経鼻吸引技術の習得に有用であることが確認され
た。 
